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１．はじめに 

 大型コンクリートブロック積み擁壁は，優れた施工性と安全性を有

することから、大規模な盛土や切土工事において土留めに採用されて

いる。一般的な上下ブロック間の結合方法は、コンクリートで練積み

にする構造やブロックをかみ合わせた構造となっている。本構造物 1)

は、L 型の形状をもつ大型ブロックを積み上げ、たて壁部に上下ブロ

ックを結合する支柱を設け、鉄筋コンクリートで連結し一体化させた

土留め擁壁である（図-1 参照）。胴込め部に砕石を使用するため、も

たれ式擁壁に比べて柔軟な構造特性を持つ。しかし、胴込め部の圧縮

沈下に伴い、ブロックの変形による壁全体の変形追随性や、支柱部の

応力伝達などのメカニズムについては明確にされていない。そこで、

ブロックかかと版の沈下をシミュレートした実物載荷実験を実施し、

たて壁部に支柱を有する大型ブロック積擁壁の変形追随性を確認す

るとともに，支柱部の鉄筋応力分布や破壊状態について検証した。 

２．実験概要 

（1）実験モデル 

写真-1 に、ブロックの積み上げ状況を示す。壁面ブロックは、Ａタイ

プ（幅 2m×高さ 1m）とＢタイプ（幅 1m×高さ 1m）を、それぞれ上下 2

段の合計 4個を積み上げた。支柱は、Ａブロック中央部と、ＡとＢブロッ

クの接続部の 2列に配置される。本擁壁の設計法 1)に基づいて鉄筋量を算

出し、支柱あたり鉄筋径 D19（材質：SD345）を 1 本配置した。支柱の現

場打ちコンクリートについて、実験実施日の圧縮強度は 47N/mm2（28 日養

生）であった。上段ブロックはかかと版端部をジャーナルジャッキで支持

している（写真-2 参照）。 

（2）実験方法 

実験方法は、かかと版端部を支持するジャーナルジャッキを

5mm づつ下げたのち、かかと版端部をセンターホールジャッキに

より上方から載荷し、下方に変位させた。実験は、鉄筋コンク

リート支柱が破壊するまで変位させた。 

（3）計測項目 

図-2 に計測の概要図を示す。ブロックには、正面中央部の 2

箇所に切り欠きを設け（写真-1 参照）、鉄筋コンクリート支柱の

コンクリートのひび割れを目視により確認する。変位計は、上

段かかと版後端に 3箇所、つま先位置に 2箇所の合計 5箇所設 
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図-1 鉄筋コンクリート支柱部の構造図

写真-2 背面写真 
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図-2 計測の概要図 
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置した。ひずみゲージは、支柱の鉄筋に 6箇所（ブロック水平目地部を中心

に高さ 360mm 間隔）設置し、鉄筋の応力分布を測定した。 

３．実験結果 

（1）載荷荷重 

荷重とブロックかかと位置の沈下量の関係を図-3 に示す。載荷開始から

変位を増加させ、最大 105kN を示した。支柱コンクリートのクラックは、Ｂ

軸が荷重 91kN（沈下量 28mm）で発生し、Ａ軸は荷重 93kN（沈下量 36mm）で

発生した。Ａ軸支柱は、荷重 74kN（沈下量 76mm）で破壊したが、ブロック

本体の曲げひび割れは確認されなかった（写真-3 参照）。鉄筋コンクリート

支柱は、設計値 29kN（ブロックと胴込め部の自重より算出 1））の 3倍以上の

荷重に対して、上下ブロックの一体性を確保していることが確認できた。 

（2）支柱の鉄筋応力 

 図-2 に示すＡ軸とＢ軸の、鉄筋のひずみ分布を図-4

に示す。図中の各ラインは、ブロックかかと位置の沈

下量が 5mm 増加するごとの分布形状の変化を示してい

る。上下ブロック間の水平目地位置のひずみが最も増

加している。左右のブロック間に設置したＢ軸のひず

み分布は、水平目地位置を中心に上下対称となってい

るが、徐々に下側のひずみが大きくなっていることが

分る。 

ブロックが変位する場合、Ａ軸とＢ軸ともに水平目地部（2・3・4）

に応力が集中し、水平目地から高さ 0.6m 離れた箇所（1・5・6）はひず

みが小さいことから、応力の影響範囲がブロック水平目地から高さ

0.6m 程度以内であることが確認できた。 

（3）ブロックの変位量 

 つま先の変位量と荷重の関係を図-5 に示す。また、かかと位置の沈下

量との関係も合わせて示す。つま先の変位量が、かかと位置の沈下量の

1/2 になっていることが分る。また、支柱が破壊するまでのかかと版の沈

下量は 102mm であり、胴込め部の高さは 0.84m であるので、胴込め部の圧

縮量が最大 12%（=0.1m/0.84m×100）まで、追随することが確認できた。 

４．まとめ 

 本実験結果より、以下のことが確認できた。 

（1）鉄筋コンクリート支柱は、設計値に対して 3 倍以上の荷重が作用した

場合でも、破壊せず擁壁の安定性を確保できる。 

（2）鉄筋コンクリート支柱は、ブロックが変位した場合、支柱の引張力に 

よりブロック間の一体性を保持する機能を有している。 

（3）本擁壁は、胴込め部の圧縮量が約 12％まで追随しても、上下の一体性 

が確保できる。 

本実験より、たて壁部に鉄筋コンクリート支柱を配置してブロックを一体化できることが確認できた。また、胴

込め部が圧縮沈下しても、ブロックは沈下に追随することができ、柔軟な構造であることが確認できた。 
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写真-3 支柱部確認状況 
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図-3 ブロックかかと位置の沈下量と

載荷荷重の関係 
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図-4 ブロックかかと鉄筋ひずみ分布（変位量 5mm 毎）
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図-5 ブロックつま先位置の上昇量と

載荷荷重の関係 
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